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あ す は 冬 至 、 寒 さ は こ れ か ら が 本 番 と の こ と で す 。 み な さ ま 健 や か に 新 年 を

お迎えくださ い。  

現在会員登録数 3,647 人さま。次号は 1 月 20 日発行の予定 で す／  
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●  IICLO オンライン 講座Ⅰ「授業 に役立 つ！子どもの 文学５ つのレッスン 」

の配信を開始 しまし た  

小 学 校 の 国 語 教 科 書 に は 、 教 材 と し て 多 く の 児 童 文 学 作 品 が 掲 載 さ れ て い ま

す。本オンラ イン講座 では、よく知 られた児 童文学教材を 読み直 し、そこから

発展した読書 案内を 行います。〈全５回 〉  

第１回「宮 沢賢治を 読み直す①「注文の 多い料理店 」」  ※申 し込み受付中 ！  

講  師：宮川 健郎（ 当財団理事長 ）  

 発展読書案 内：土 居安子（当財 団理事 ・総括専門員 ）  

視聴料： 1300 円   対  象：子ど もの本 に関心のある 方なら どなたでも  

◇第２回以降 は随時 配信。全５回 の内容 、詳細は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#iicloonline1 

◇お申し込み は「 Peatix」から↓↓  

https://iicloonline1-1.peatix.com 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html


 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Yoko's Talk 

***************************************************************** 

『博物館の少 女  怪 異研究事始め 』富安 陽子 /著  偕成社  2021年 12月  対

象年齢：小学 校高学 年から  

 

あらすじ：明 治 16年、 13歳のイカルは、 大阪の古道具 屋の娘 だったが、両 親

が亡くなり、 遠縁で ある東京の大 澤家に 住み込む。大 澤家の 老夫婦の娘

は、画家の河 鍋暁斎 に嫁いでおり 、その 娘で 15歳のトヨが博 物館に連れて

いってくれる 。イカ ルは博物館で 目利き の腕を見込ま れ、怪 異を研究して

おり、トノサ マと呼 ばれる織田賢 司様の 元で古蔵の整 理を手 伝うことにな

る。古蔵に泥 棒が入 ったため、イ カルが トノサマに仕 える少 年アキラとと

もに所蔵品を チェッ クすると、黒 手匣（ くろてばこ） が盗ま れていること

がわかった。 トノサ マ、イカル、 アキラ は誰がどんな 目的で 盗まれたのか

を調べる。  

 

ＤＹ：この本 を出さ れた動機を教 えてく ださい。  

Ｔ Ｙ ： 私 は 定 期 的 に 今 ま で に 書 い た こ と の な い 話 を 書 き た く な り ま す 。 今 回

は、明治時代か ら大正 時代ぐらいの「 現在に 近い昔」の話を 書いて みたいな

と思ったこと がきっ かけです。そこで、何 の計画もなく、ま ずは 、その頃の

こ と に つ い て の 資 料 を 何 百 冊 も 読 み 漁 り ま し た 。 す る と 、 い ろ い ろ な こ と

がつながって きて、 明治 16（ 1883）年と いう年が浮か び上が りました。  

Ｄ Ｙ ： で は 、 最 初 か ら 博 物 館 を 舞 台 に し た 作 品 を 書 く と 決 め て い ら し た わ け

ではないんで すね。  

Ｔ Ｙ ： 東 京 国 立 博 物 館 を 舞 台 に し よ う と 思 っ た の は 、 編 集 者 の 広 松 健 児 さ ん

といっしょに、どこか の博物館の刀 剣の特 別展に隕鉄（鉄・ニッ ケル合金か

ら成る隕石）で作ら れた刀が出品 される と聞いて観に 行った 時、突然 、「博

物館」を舞台に しよう とひらめきま した。そ して、今度は博 物館を 中心に資

料を集めて読 みまし た。すると 、東京 国立 博物館にとっ ても明 治 16 年はオ

ー プ ン １ 年 目 で あ る こ と な ど 、 明 治 時 代 の さ ま ざ ま な 歴 史 と つ な が っ て い

ることがわか りまし た。  

ＤＹ：書き始められる までに長い時 間がか かったのです ね。そし て、書き始め

ら れ て か ら 本 が 出 版 さ れ る ま で に も た い へ ん な ご 苦 労 を さ れ た と う か が い

ました。  

ＴＹ：足掛け ６年、 おそらく６～ ７００ ０枚は書いた と思い ます。  

ＤＹ：わーそんなに。富安さんは手 書きで 原稿用紙に書 かれる ので、原稿用 紙

の山ができま したね 。それだけ書き 直され たからか 、本当にお も しろくて、

最 初 の １ ０ ペ ー ジ ぐ ら い ま で 読 ん で 、「 続 き を 早 く 読 み た い け れ ど 、 あ ー 、

終わってほし くない 。」と思った 久々の作品 でした。苦 労された点 はどんな

点ですか。  

ＴＹ：時代ものの難し さは、時代が 遠ざかる ことで、子ど もにとっ てお話が遠

ざ か る よ う に 感 じ て し ま い が ち に な る と こ ろ を 、 い か に 身 近 な こ と と し て

https://twitter.com/IICLO_News


イ メ ー ジ で き る よ う に 描 く か と い う こ と だ と 思 い ま す 。 説 明 を し な い で 、

明 治 時 代 を 感 じ ら れ る よ う に 描 く こ と が 本 当 に 難 し か っ た で す 。 ま た 、 登

場 人 物 た ち の こ と ば づ か い に も 苦 労 し ま し た 。 作 品 世 界 が 自 分 の も の に な

るまでに時間 がかか りました。  

ＤＹ：読者である私は 、好奇心旺盛 な主人公 、イカルとい っしょに 明治時代を

生 き て い る よ う な 感 覚 を 覚 え な が ら 読 み ま し た 。 そ し て 、 こ の 作 品 は 何 と

い っ て も 怪 異 ＋ 謎 解 き が お も し ろ い 作 品 で す 。 最 後 ま で 読 ん で 、 も う 一 度

読みなおすと 、謎の ヒントがあち こちに あることがわ かりま す。また 、「怪

異」に富安さん らしさ を感じながら 読みま した。加えて、富安さ んの現在の

児 童 文 学 の あ り よ う に 対 す る 、 作 品 を 通 し て の 「 児 童 文 学 は お も し ろ く な

く て は 」 と い う メ ッ セ ー ジ を 感 じ ま し た 。 作 品 で 提 示 さ れ た 謎 は ま だ ま だ

残っています 。続刊 を楽しみにし ており ます。ありが とうご ざいました。  

 

＊今回のゲス トは『 博物館の少女 』の著 者の富安陽子 （ＴＹ ）さんです。  

富安さんは当 財団の 評議員でもあ ります 。  

 

＊この本につ いても っとお知りに なりた い方は『博物 館の少 女  怪異研究事

始め』刊行記 念  富 安陽子さんオ ンライ ントークイベ ント（ 丸善ジュンク 堂

書店主催  開 催日時 ： 2022年１月 22日（土） 15:00～ 16:30）があります。  

https://online.maruzenjunkudo.co.jp/collections/j70065-220122 

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 76 回「植物医師 」  

 反転する自 画像、 変転の劇  

 

前回 (当メルマガ NO.135)の「馬の頭巾」 の 甲一はデクノ ボー的 な主人公でし

たが、劇「植物医師 」の爾薩待 (にさつた い )は、なかなかの 山師 です。上司を

ぶ ん な ぐ っ て 県 庁 を や め た 爾 薩 待 は 、 に わ か に 植 物 医 師 を 名 の っ て 開 業 し ま

す。彼は、「百姓 のこ となんざ何と でもご まかせるもん だよ」といって、おと

ず れ る 農 民 た ち に 陸 稲 が 育 た な い の は 針 金 虫 の 害 だ か ら 亜 砒 酸 を か け れ ば い

いと繰り返し て、診察 料をせしめま す。とこ ろが、稲は枯れて しま って、農民

たちは抗議し てきま す。  

 

これは、 1923 年５月、花巻農学校 の創立 記念日に生徒 たちが 演じた劇の台 本

で、時は 1920 年代、ところは盛岡 市郊外 となっていま す。農 学校教諭とし て

の宮沢賢治は 、化学 、数学 (代数 )、英語 のほか、土壌 、肥料、農業実習 (主に

水 田 耕 作 )と い っ た 科 目 を 受 け 持 っ て い ま し た か ら 、 舞 台 の 上 の 植 物 医 師 は 、

賢 治 の 戯 画 化 さ れ 、 反 転 し た 自 画 像 か も し れ ま せ ん 。 植 物 医 師 役 の 生 徒 の 衣

装 は 、 賢 治 自 身 の 白 衣 だ っ た と も い う の で す （ 冨 田 博 之 編 『 宮 沢 賢 治 童 話 劇

集』１、 1981 年に収 録された教え 子の回 顧談による ）。  

 

「私は植物一 切の医 者ですから 。」と共 通 語で見栄を張 る爾薩 待は、「じ ゃ、こ

の野郎山師た がりだ じゃい。まるきり稲 枯 れでしまたな 。」「ひで やづだじゃ。

春 が ら 汗 水 た ら す て よ う や ぐ 物 に す た の 二 百 刈 づ も の 、 ま る っ き り 枯 ら し て

しまたな。」と口々に 方言で攻め立 てられ て、しおれ、うなだ れ、しょげるこ

とになります 。いよい よしおれる爾 薩待が 気の毒になっ た農民 たちは、「人の



医 者 だ て 治 る ご と も あ れ ば 療 治 後 れ れ ば 死 ぬ ご と も あ る だ 、 あ ん ま そ う 云 う

なじゃ。」と矛をおさ めます。「 さあ、行ぐ べ。どうもおあ りがど ごあんすた 。」

とあいさつし て退場 する農民たち を医師 が見送って、あっ けな い幕切れです 。 

 

賢治の戯曲は「植物 医師」をふ くむ全部 で４編ですが 、「 宮沢 賢治戯曲の主 人

公は、帝国主 義・資本主義に寄生す るれっ きとした悪党 である のと同時に、究

極 的 に は 許 さ れ 愛 さ れ る べ き 道 化 で も あ る 」 と し た の は 高 橋 康 也 で す (高 橋

「不条理な祝 祭劇」 1977 年 )。「植物医 師」 もまた、「 悪党」が 同 時に「道化」

となる変転の 劇なの です。 (馬車別当 ) 

 

（本文の引用 は、筑 摩書房版『宮 沢賢治 コレクション 』２に よりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ３０  

***************************************************************** 

 

本 物 の 探 検 旅 行 な ん だ と 思 う と 、 わ く わ く し た 。 い た る と こ ろ 道 路 標 識 だ ら

け で は あ っ た け れ ど 、 気 分 は す っ か り 前 人 未 踏 の 砂 漠 や ジ ャ ン グ ル の 探 検 隊

だった。  

 

（「ぼくら の冒険旅 行 」『遠い 町から来 た話 』  ショー ン・タン /著  岸本佐知

子 /訳  河出書房新 社  2011 年 10 月  p.89）  

 

12 月 16 日（木）にア メリカ合衆国 の絵本 作家、デイ ヴィッド・ウィーズナー

さんと、オー ストラリ アの絵本作家 、ショー ン・タンさん に対談を していただ

き、録画しました（ 字幕を付けて ２月ご ろ公開予定で す）。そ の中で、お互い

の好きな作品 につい て語っていた だいた とき、ウィ ーズナーさ んは、『アライ

バル』（シ ョーン・ タ ン /著  河出書房新 社  2011 年 4 月）にしようかと思っ

たけれど、と言いつ つ、『遠い町か ら来た 話』を挙げられまし た。それは、絵

と 言 葉 の 組 み 合 わ せ に よ る お も し ろ さ や 全 体 の 装 幀 の ユ ニ ー ク さ は 言 う ま で

もなく、身の 回りにあ る「不思議さ 」が巧み に描かれてい るから だとおっしゃ

いました。そして、そ の中で一番好 きな話 は「ぼくらの冒険 旅行 」だとおっし

ゃいました。  

 

「ぼくらの冒 険旅行」は兄弟の物語 です。兄 さんとぼくが 、父さん の車に積ん

であるストリ ートマ ップを見なが ら最後 のページが「 268 番」で終わってい る

ことに対して 、その 続きの地面が あるか 、「そこから 先がぷつん と切れてなに

もない」かについ て 言い争います。そ し て、決着をつける た めに、「正式 な調

査旅行」に出 かけます 。引用にある ように、最初は意気揚 々と出 かけますが、

夕方になり二 人とも 疲れきります 。そし て 、268 番の地図の終わ りの場所に到

着します。  

 

絵 は ４ 枚 あ り 、 兄 弟 が 土 手 を 駆 け 下 り て い る 場 面 、 下 向 き 加 減 で 道 を 歩 き 続

け て い る 場 面 、 広 い 道 を 横 切 っ て い る 場 面 が 描 か れ 、 最 後 は 結 末 と 呼 応 し て

います。すべての ペ ージに黒い鳥 がいて 、イメージは『夏のル ール』（ショ ー

ン・タ ン /著  岸本佐 知子 /訳  河出書房 新 社  2014 年 7 月）とも 重なります。  

 

ウ ィ ー ズ ナ ー さ ん は 、 近 所 を 歩 く だ け な の に 、 子 ど も に と っ て は 特 別 な わ く



わ く す る 冒 険 と し て 感 じ ら れ る 様 子 が 伝 わ る と 言 わ れ て い ま し た 。 ４ 人 の 兄

姉 が い る 末 っ 子 と し て 感 じ る と こ ろ が あ っ た の で し ょ う か 。 タ ン さ ん は 二 人

兄 弟 の 弟 。 読 み 直 し て 、 子 ど も 時 代 の 一 コ マ が ユ ー モ ラ ス か つ 想 像 豊 か に 描

かれた作品だ と改め て思いました 。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

宝塚市立手塚 治虫記 念館で来年２月 23 日まで開催され ている「 中原淳一展～

現代にも響く“美”の メッセージ～ 」に行っ てきました 。「 ZONE1：中原淳一と

は 」「 ZONE2： 中 原 が 伝 え た 様 々 な ” 美 ”」「 ZONE3： 現 代 に も 響 く メ ッ セ ー ジ 」

に分けられ、 原画や 雑誌など約 100 点が展示されてい ます。  

 

最初のゾーン には、『 それいゆ』『 ひまわり 』『ジュニアそれい ゆ』『女の部屋』

などの雑誌の 表紙や 原画が展示さ れてい ます。戦前の『少女の 友』の付録と し

て 、 啄 木 か る た や フ ァ ッ シ ョ ン ブ ッ ク な ど が 紹 介 さ れ て お り 、 当 時 の 少 女 た

ちはこれらの 付録に 心をときめか せてい ただろうなと 思いま した。  

 

ふたつめのゾ ーンは、テーマに分け て解説 がつけられて います 。「ファッシ ョ

ンスタイル」という展 示では、いろ いろな色 の服を来た女 性の絵 に、中原によ

る色のコーデ ィネー トの解説が付 されて います（「配色の 研究 」）。渡仏し てい

た昭和 25 年頃の「パ リからの寄稿 」とい うテーマの展 示には 、「屋根裏部屋

の 少 女 」 と い う 絵 が あ り 、 チ ェ ッ ク の テ ー ブ ル ク ロ ス や 水 差 し の あ る 部 屋 が

描かれていま した。ま た、花屋 、本屋、果物 屋、お菓子 屋などにい る少女の絵

もあり、今見 てもと てもおしゃれ に感じ られます。  

 

「シルエット（影 絵）」というテーマの 展 示では、海外の名 作 物語「シンデレ

ラ」や「 湖の娘」など のシルエット の絵が、コマ割りで描 かれて いて、可憐 な

少 女 た ち の イ メ ー ジ が 伝 わ り ま す 。 多 く の 少 女 マ ン ガ 家 が 中 原 の 描 き 方 に 影

響を受けたと 解説さ れていました 。「 ライ フスタイル 」というテ ーマの展示で

は 、 女 の 子 の 部 屋 の レ イ ア ウ ト の 工 夫 や 、 押 し 入 れ を 本 棚 や ク ロ ー ゼ ッ ト に

改 造 し た り す る 提 案 、 空 き 箱 を リ メ イ ク し た 人 形 の 作 り 方 な ど の 雑 誌 の 記 事

の 原 画 や パ ネ ル が あ り 、 私 も 試 し た り 、 人 形 を 作 っ た り し て み た く な り ま し

た。  

 

中 原 淳 一 の 絵 か ら は 少 女 が 工 夫 を し て 、 美 し さ を 楽 し む 提 案 が 数 多 く あ り 、

少 女 た ち が 豊 か に 生 き た い と い う 思 い と う ま く 合 致 し て い た ん だ と 感 じ ま し

た 。 そ し て 、 そ こ が 手 塚 治 虫 の 少 女 マ ン ガ と も つ な が る 点 な の か な と 思 い ま

した。（Ｋ ）  

 

宝塚市立手塚 治虫記 念館  

https://www.city.takarazuka.hyogo.jp/tezuka/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●ＪＢＢＹ子 どもの 本の翻訳フォ ーラム「子どもの 本・日本と 世界  視野の違

いを探る」  



日  時： 2022 年１月 22 日（土） 15： 00～ 17： 30 

場  所：オンライン （ Zoom）  

パ ネ リ ス ト ： 宇 野 和 美 （ ス ペ イ ン 語 翻 訳 家 ）、 こ だ ま と も こ （ 英 語 翻 訳 家 ）、  

佐藤まどか（ 児童文 学作家）、 那須田淳 （ 児童文学作家 ）  

コーディネー ター： さくまゆみこ （英語 翻訳家）  

定  員： 120 人   参 加費：有料  

主  催：（一社 ）日本 国際児童図書 評議会 （ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  ☆  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『博 物 館の少女  怪異

研 究 事 始 め 』 を プ レ ゼ ン ト し ま す 。 富 安 陽 子 さ ん の サ イ ン 入 り 。 ご 希 望 の 方

は、メールで 件名「 メルマガ  NO.135 プレ ゼント希望」 とし、 (1)お名前  (2)

郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレス、よ ろしけ れば  (5)このメ

ルマガのご感 想をお 書きのうえ  office@iiclo.or.jp にお送り ください。  

締切は１月 10 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

年の瀬を迎え 、この 一年を振り返 れば、 リモート会議 が行わ れたり、多く の

イベントが中 止を余 儀なくされた りしま した。新しい 年は多 くの出会いが 可

能な年になり ますよ うに。本年も ご愛読 いただきあり がとう ございました 。

多くのあたた かいご 支援に深く感 謝申し 上げます。来 年もど うぞよろしく お

願いします 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html

